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三菱瓦斯化学健康保険組合

出向者の皆様へ

《　インフルエンザ予防接種のお知らせ　》

今年もＭＧＣの事業所が近くになくて予防接種が受診出来ない出向者の方（ご本人）
で、ご希望があれば予防接種にかかる費用に補助金（1,200円）を個別にお出しします。

ご希望の方は、別紙「インフルエンザワクチンQ＆A」をよくお読みの上、下記の要領
でお申込み下さい。

　【　利用方法　】

1 予防接種が出来る医療機関を決める。

注）接種費用は、健康保険がきかない為に医療機関によってまちまちです。

　　　　　　　　　　↓

2 予防接種を受けて、領収書をもらう。

　　　　　　　　　　↓

3 「補助金申請用紙」に記入、領収書を添付して健保組合へ送る。

　　　　　　　　　　↓

4 ご指定の銀行口座へ補助金が振込まれます。（毎月27日支払い）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　お問合せ：健康保険組合　藤　田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　Ｔｅｌ　 : ０３－３２８３－５１０７

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ｆａｘ   : ０３－３２８３－５１３６

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　ｍａｉｌ：akiko-fujita@mgc.co.jp
　　　　　　　　　インフルエンザワクチン　Q&A
Q1：風邪とインフルエンザの違いはなんですか？

	
	風邪
	インフルエンザ

	症状
	鼻水やのどの痛みなどの局所症状。
	38℃以上の発熱やせき、のどの痛み、

全身の倦怠感や関節の痛みなどの全身症状。

	流行の時期
	一年を通しひくことがあります。
	1月～2月に流行のピーク。

ただし、4月、5月まで散発的に流行することも。


Q2：インフルエンザのＡ型とＢ型の違いはなんですか？
　Ａ型にはＨ1Ｎ1とＨ3Ｎ2の2種類があります。

1 Ｈ1Ｎ1：かつてはソ連型と呼ばれているものが流行していましたが、新たに2009年に発生
した型が、ソ連型に置き換わって流行しています。

　　② Ｈ3Ｎ2：香港型と呼ばれているもので、1968年から流行しています。

　これら2つのウイルスがどのように流行するかはその年によって違いますが、2009年のように新
型インフルエンザが発生する可能性もあります。

　そして、このＡ型のほかにＢ型があります。Ａ型とＢ型は症状も似ており、予防対策も同じです。

Q3：インフルエンザはどうやってうつるのですか？
　飛沫感染と接触感染の2種類があります。

1 飛沫感染は、感染した人が咳をすることで飛んだ、飛沫に含まれるウイルスを、別の人が口や鼻から吸い込んでしまい、ウイルスが体内に入り込むことです。
　　②接触感染は、感染した人が咳を手で押さえた後や、鼻水を手でぬぐった後に、ドアノブ、スイッチなどに触れると、その触れた場所にウイルスを含んだ飛沫が付着することがあります。その場所に別の人が手で触れ、さらにその手で鼻、口に再び触れることにより、粘膜などを通じてウイルスが体内に入り感染することです。
Q4：インフルエンザがうつらないようにするにはどうすればいいのですか？
　　飛沫感染、接触感染といった感染経路を断つことが大事です。

　　　①人が多く集まる場所から帰ってきたときには手洗いを心がけましょう。

　　　②アルコールを含んだ消毒液で手を消毒するのも効果的です。

③普段からの健康管理も重要です。栄養と睡眠を十分にとり、抵抗力を高めておくこともインフルエンザの発症を防ぐ効果があります。

　　　④予防接種は発症する可能性を減らし、もし発症しても重い症状になるのを防ぎます。
（但し、ワクチンの効果が持続する期間は、一般的に接種した2週間後から5か月ほどです。

又、流行するウイルスの型も変わるので、毎年、定期的に接種することが望まれます。）
Q5：昨年、インフルエンザにかかった人でも、インフルエンザワクチンを接種したほうがいいですか？
　　インフルエンザに対する免疫は、ワクチンを接種すること以外に、実際にインフルエンザにかかることでも獲得されます。昨年インフルエンザにかかった方は、すでにいったん免疫が獲得されたと考えられますが、時間がたつにつれ、抗体価（免疫力をあらわす指標のひとつ）は少しずつ低下していきます。このため、今年度もインフルエンザワクチンの接種を受けられたほうが、免疫力は高まると考えられます。

Q6：昨年、インフルエンザの予防接種を受けましたが、今年もインフルエン
ザクチンの接種が必要ですか？ 

　　昨年インフルエンザの予防接種を受けられた方は、すでにいったん免疫が獲得されたと考えられますが、時間がたつにつれ、抗体価（免疫力をあらわす指標のひとつ）は少しずつ低下していきます。

　　このため、今年度もインフルエンザワクチンの接種を受けられたほうが、免疫力は高まると考えられます。

Q7：インフルエンザワクチンの接種は何回受ければよいのでしょうか？
　　インフルエンザワクチンは1回もしくは2回接種する必要があります。接種を受けるときの年齢によって回数が異なります。

①13歳未満の方　：　2回接種 

②13歳以上の方　：　1回接種
成人では、これまでに似たタイプのインフルエンザにかかったことがある場合が多いため、１回の接種で体の免疫系が過去の記憶を思い出す効果があり、必要な免疫をつけることができます。

＊13歳以上の慢性疾患をお持ちの方で、著しく免疫が抑制されていると考えられる方は、医師の判断で2回接種となる場合があります。

Q8：インフルエンザで症状が重くなりやすい人はどんな人ですか？
　　注意が必要なのは以下の方々です。

慢性閉塞性肺疾患（COPD）、喘息、慢性心疾患、糖尿病といった持病のある方
　　高齢者、子供、妊産婦
　　＊持病のある方は、予防接種の前に主治医にご相談ください。

Q9：インフルエンザワクチンの接種費用には健康保険が適用されますか？
予防接種については健康保険が適用されませんので、原則として全額自己負担となります。
又、医療機関によって金額が異なります。

Q10:インフルエンザワクチンの接種を受けることが適当でない人や、接種時に

注意が必要な人はどんな人ですか？
【接種を受けることが適当でないと考えられる方】
①明らかに発熱している方

②非常に重い急性疾患にかかっている方

③予防接種を行うインフルエンザワクチンの成分によってアナフィラキシー注）を起こしたことがある方

④上記のほか、予防接種を行うことが適当でない状態にある方

注）アナフィラキシーとは、医薬品などによって引き起こされることのある急性の過敏反応です。

【接種時に注意が必要な方】

次のいずれかに当てはまる方は、健康状態や体質などから接種できるかどうかを医師と相談したうえで、注意して接種して下さい。
①心臓血管系疾患、腎臓疾患、肝臓疾患、血液疾患、発育障害、呼吸器疾患（気管支喘息など）などの基礎疾患をお持ちの方

②以前に予防接種を受けたとき、接種後2日以内に発熱のみられた方、および全身性発疹などのアレルギーを疑う症状を起こしたことがある方

③過去にけいれんを起こしたことがある方

④過去に免疫不全の診断がなされている方、および近親者に先天性免疫不全症の方がいる方

⑤接種するインフルエンザワクチンの成分に対してアレルギーを起こすおそれのある方

⑥鶏卵、鶏肉、その他鶏由来のものに対してアレルギーを起こすおそれのある方

Q11:妊娠中にインフルエンザワクチンを接種しても、おなかの子どもへの影響

はないのですか？授乳中でも問題はありませんか？ 

　　今までのところ、妊娠中にインフルエンザワクチンの接種を受けたことで、流産や先天異常の発生頻度が高くなったという報告はありません。しかし、インフルエンザワクチンの接種とは関係なく、一般的に妊娠初期は自然流産が起こりやすい時期であり、この時期の予防接種は避けた方がよいと考えられます。
但し、妊婦がインフルエンザにかかると重症になる場合が多く、使える薬も限られているため、ワクチンによって重症化を予防した方が良いのかは、主治医と御相談下さい。　
尚、インフルエンザワクチンには、病原性をなくしたウイルスの成分を用いており、接種後にウイルスが体内で増えることはありません。ですので、母乳を介してお子様に影響を与えることはなく、授乳期間中でもインフルエンザワクチンを接種しても支障はありません。

Q12:インフルエンザワクチンの接種によって引き起こされる症状（副反応）にはどのようなものがありますか？
　　免疫をつけるためにワクチンを接種したとき、免疫がつく以外の反応がみられることがあります。これを副反応といい、インフルエンザ予防接種で比較的多くみられる副反応は下記のとおりです。

①接種した場所（局所）の赤み（発赤）、はれ（腫脹）、痛み（疼痛）などがあげられます。
接種を受けられた方の10～20％に起こりますが、通常2～3日でなくなります。
②全身性の反応としては、発熱、頭痛、寒気（悪寒）、だるさ（倦怠感）などがみられます。接種を受けられた方の5～10％に起こり、こちらも通常2～3日でなくなります。

　　　③まれではありますが、発疹、じんましん、赤み（発赤）、搔痒感（かゆみ）など、ワクチンに対するアレルギー反応がみられることもあります。
　　　④その他、非常に重い副反応（ギランバレー症候群、急性脳症、急性散在性脳脊髄炎、けいれん、肝機能障害、喘息発作、紫斑など）の報告がまれにあります。但し、重い副反応の原因がワクチン接種かどうかは、必ずしも明らかではありません。

　　いずれも、強い異常を感じましたら、すぐに医師の診察を受けましょう。

Q13:ほかのワクチンを最近接種しました。インフルエンザワクチンを接種する

には、間隔はあけないといけないのですか？
インフルエンザワクチンを接種する際のほかのワクチンとの接種間隔は下記のとおりです。

①生ワクチン注1）の接種を受けられた方は、通常27日以上

②不活化ワクチン注2）の接種を受けられた方は、通常6日以上

上記の間隔ををおいてから接種することとされています。

　　注1）生ワクチン＝BCG、ポリオ、麻しん風疹混合（MR）、麻しん（はしか）、風疹など

　　注2）不活化ワクチン＝DPT/DT、日本脳炎、インフルエンザ、B型肝炎、肺炎球菌など

Q14:インフルエンザワクチン接種後、注意することはありますか？
　　　①急な副反応を起こすことがあります。接種後15分は接種会場にいて、アナフィラキシー･
ショクがおこらないことを確認してからお帰り下さい。

②接種当日はいつも通りの生活をしていただいて構いませんが、激しい運動や大量の飲酒は、
それ自体が体調の変化をきたすおそれがありますので、接種当日は避けてください。
③接種後、発熱がなければ入浴は差し支えありません。
